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　萠芽会々員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は浪速工業会並

びに萠芽会の活動に多大のご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　光陰矢の如し、昨年 7 月の萠芽会総会で会長就任以来 1 年が経過しました。夏の高校野

球やレスキューロボコン本選への応援、都工祭支援、新卒業生 62 名への記念品贈呈、毎

月の役員会等々を恙なく活動できましたのも会員の皆様や山口科長を始め機電の先生方の

ご支援のお蔭であり感謝しております。特に 28 年度会費納付、会報広告応募、母校創立

110 周年記念募金に協力いただいた会員各位には厚く御礼申し上げます。今年度も引続き

会長職を務めさせていただきます。一層のご支援ご協力を賜わりますようお願いいたしま

す。

　さて、上記ご案内の通り、来たる 7月 9( 日 ) に萠芽会総会を開催いたします。クラス

委員のリーダーシップの下、進学組を含め、是非担任の先生と共に同窓生仲間を誘って気

軽にお越しください。新たな年度での活動をよりダイナミックに展開すべく、若手中心で役員態勢を強化して参

ります。在校生や新卒業生との絆を大切にし、母校 ･機電同窓会への思いを永く持ち続けていただけるような OB

会にしたいと思います。

　結びにあたり、各方面で活躍されている ME 卒業生全員の益々のご健勝とご多幸を心よりお祈りすると共に、

萠芽会活動へのご支援ご厚情をお願い申し上げ挨拶とさせていただきます。

萠芽会　会長

昭和 47 年卒　松下　靖

在校生・若手会員との絆を大切に　

よりダイナミックな活動を目指す！



新卒業生の言葉
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　突然ですが、私は「やりたいことをやれ

る時にやる」という考えを人生の中で意識

しています。言葉は悪いのですが、人はい

つ死ぬか分かりません。やりたいことを出

来ずに後悔してしまうのであれば、やれる

時にやった方が絶対に良いと思います。そ

の為に私はやりたいことが出来た時メモを

書き取るようにしています。そうすること

により、自分自身でやりたいことを改めて

自覚することができ、行動に移すことが出

来ます。

　皆様も是非メモを取ってみてください！

ｂ組　卒業生

芳賀　敦也

新卒業生進学・就職先　（五十音順）

＜進学＞

大阪 IT 会計専門学校、大阪工業大学、大阪航空専門学校、大阪産業大学、大阪情報コンピュータ専門学校、大阪電気通信大学、

大阪府立大学工業高等専門学校、関西外国語大学、京都外国語大学、京都精華大学、静岡大学、摂南大学、立命館大学

＜就職＞

㈱アサヒファシリティズ、大阪ガス㈱、大阪広域水道企業団、大阪市、大阪精密機械㈱、大阪日野自動車㈱、オリエンタル酵母工業㈱、

京阪ビルテクノサービス㈱、向洋電機㈱、さくらインターネット、㈱サクラクレパス、㈱ GS ユアサ、新日鐵住金㈱、吹田市、住友

ゴム工業㈱、住友精密工業㈱、住友電設㈱、㈱ダイキンアプライドシステムズ、第一三共プロファーマ㈱、タカラベルモント㈱、

㈱鶴見製作所、テクノサービス、東和薬品㈱、ニプロファーマ㈱、パナソニック㈱、阪急電鉄㈱、阪神電気鉄道㈱、㈱日阪製作所、

㈱フジキン、ヤンマー㈱、ライオン㈱、菱電エレベータ施設㈱

私にとって都工での三年間の生活は、本当

にあっという間のものでした。

　私はこの三年間、バスケットボール部で

ほとんどの日々を過ごしていました。バス

ケットボール部の活動は朝早くから夜遅く

まであり、学校生活との両立はとても苦し

かったです。ですが、そんな三年間だった

からこそ部員達と様々なことを乗り越え、

少ない時間で勉強する大切さを学べました。

　私は卒業後、都市ガス会社に就職します

がこの都工で培ってきたことを活かし頑

張っていきます。

a組　卒業生

神谷　優太



機械電気科

科長　山口　和宏

　萠芽会々員の皆様には益々ご健勝、ご活躍のことと心よりお慶び申し上げます。さて、平成 29 年度も引

き続き、私が科のまとめ役をお引き受けすることになりました。昨年度 1年間の経験を活かしていけたら

と思っております。今年度につきましても、精一杯頑張りますのでよろしくお願い申し上げます。

　また、萠芽会の皆様には、日頃から機械電気科へ様々なご支援やご声援を頂きまして、誠にありがとう

ございます。科を挙げて行っております、レスキューロボットコンテストをはじめとした、科の行事に皆

様のご協力を頂くことで、スムーズな科運営を行うことが出来ております。

　それでは、平成 28 年度のご報告をさせていただきます。お蔭様で、レスキューロボットコンテストでは、

消防庁長官賞を受賞することができました。毎日遅くまで、自分たちが納得できるロボット作りに励んで

きた生徒の努力が、報われたと思っております。また書類審査の結果、本年度行われる第 17 回のコンテ

ストへの出場が決定しました。今年度につきましても、昨年度同様の暖かいご声援をよろしくお願い致し

ます。

　昨年の体育祭では、優勝目指して頑張りましたが、2000 メートルリレーが 3位、綱引きが準優勝、バックパネル部門が 3位とい

う結果になりました。今年度の体育祭は、10 月 14 日（土）、文化祭が 11 月 18 日〜 19 日（土、日）に開催予定です。是非、母校へ

おいで頂き在校生の活躍をご覧いただきたいと思っております。　  

　続いて、科の近況報告をお知らせ致します。　卒業生 62 名は担任をはじめ、機械電気科の先生方のご指導と生徒自身の努力もあり、

就職希望者全員ついては、昨年中に内定が決まりました。進学希望者については、ほとんどが希望の進学先に決定し、3月 1日に巣立っ

ていきました。

　今年も３年生 58 名対象の OB 進路懇談会を５月 26 日（金）の午後に予定していますのでご協力をお願い致します。今春の入学生は、

募集人員が定員を上回り、機械・機械電気科として 120 名が入学することになりました。希望を抱いて入学してくる生徒の、成長や

進路選択の助けになるよう科員一同努力して参ります。

　また、昨年度の「ご卒業 50 年の集い」には、萠芽会の卒業生にお集まり頂きありがとうございました。本年は、６月 23 日（金）

の予定です。昭和 42 年の卒業生の先輩方は是非、母校までお越しくださいませ。最後になりましたが、萠芽会会員の皆様方のご健

勝とご発展を心からお祈りすると共に機械電気科の教育活動へのご支援とご厚情をお願い申し上げまして挨拶とさせて頂きます。

　本年度につきましては、機械電気科の科員の先生方につき

ましては、異動がありませんでした。従いまして、二十八

年度から大きな変化はありません。安定した人員で、安定

した科運営を行っていきたいと思っております。機械電気

科三年ｂ組の担任をしていただきました普通科（理科）の

谷川広一先生が、めでたく卒業生を送り出され、今年度か

らは教務課に出向されることとなりました。機械電気科の

学級担任をして下さり本当にありがとうございました。　

　平成 29 年度機械電気科は、つぎの職員で生徒指導に当た

ります。（敬称略）

科　長　山口　和宏　

三年ａ組担任　磯谷　享倫

　　ｂ組担任　蒲田　哲也

二年ａ組担任　鈴木宏一    ｂ組担任　植田裕之

ＭＭＥ（一年のみ前期は機械・機械電気群で共通履修） 　一年三組担任　先山　正子

　一年一組および二組担任は機械科の先生です。また、畠山康治先生には前期の間、ＭＭＥ一年生の全体のまとめ役をしていただき

ます。後期からは各科に分かれ、先山正子先生、畠山康治先生に担任をしていただきます。

（機械電気科生活指導係）   西村　嘉人

（教務課出向生活指導係）   畠山　康治　　生駒　純一　　小林　梅信

（非常勤講師）　　　　　   伊原　登
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平成 29 年度機械電気科職員　

科長挨拶



平成 28 年度萠芽会部会費納入会員ご芳名（79 名）　平成 29 年 3 月 31 日現在 (敬略称 )

平成 28･29 年度 浪速工業会役員

(役職 ) ( 氏名 ) ( 卒業年 )

理事 　松岡　修次 昭和 41 年

" 　木村　  豊 昭和 42 年

" 　高橋　良司 昭和 43 年

" 　松下　　靖 昭和 47 年

代議員 　馬渕　敏治 昭和 38 年

" 　殿川　藤雄 昭和 44 年

" 　谷　　泰明 昭和 44 年

" 　麻田　裕希 平成 16 年

" 　石橋　良一 平成 20 年

" 　長江　子竜 平成 24 年

" 　桑原　達雄 平成 25 年

監事 　中科　武弘 昭和 37 年

平成 28･29 年度 萠芽会役員

(役職 ) ( 氏名 ) ( 卒業年 )

会       長   松下　　靖 昭和 47 年

副  会  長   木村　  豊 昭和 42 年

"   麻田　裕希 平成 16 年

総 務 部 長   木村    豊 昭和 42 年

総務副部長   長江　子竜 平成 24 年

事 業 部 長   高橋　良司 昭和 43 年

事業副部長   桑原　達雄 平成 25 年

編 集 部 長   石橋　良一 平成 20 年

編集副部長   桑原　達雄 平成 25 年

会 計 部 長   松岡　修次 昭和 41 年

会 計 監 査   殿川　藤雄 昭和 44 年

奨学金担当   髙橋　数隆 昭和 39 年

関 東 支 部   岡崎　  彰 平成 16 年

顧　 　　問   髙橋　数隆 昭和 39 年

"   岩地　　馨 昭和 41 年
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◆昭和 37 年

　中科　武弘　福田　嘉弘　矢田　正勝

  谷口　公彦　

◆昭和 38 年

　佐藤　　進　中泉　敏幸　無量井　俊　　

  馬淵　敏治

◆昭和 39 年

　芝　喜久夫　原　　光信　髙橋　数隆　　

  山本　省二　今田　繁雄

◆昭和 40 年

　川口　寿通

◆昭和 41 年

　大久保和行　山岡　元修　松岡　修次　　

　岩地　　馨　林　　泰史　川村賢一郎

　橋本　　実　遠藤　功一　

◆昭和 42 年

　木村　　豊

◆昭和 43 年

　織部真佐美　高橋　良司　池田　　努

◆昭和 44 年

　奥井　　徹　中野　晴夫　殿川　藤雄　　

  日野　節夫　朝波　信治　谷　　泰明

　岩崎　正造

◆昭和 45 年

　友田　正直

◆昭和 46 年

　橋本　聖史　中尾　弘昭　斉藤　正明

　中村　　弘

◆昭和 47 年

　松下　　靖　奥谷　　悟　小川　　剛

　奥須賀雄二　畠山　重輝　小西　康信

◆昭和 49 年

　米田　明弘

◆昭和 54 年

　松山　利夫

◆昭和 57 年

　吉川　雅人　佐々木敬三　塩見　安弘

◆昭和 58 年

　吉藤　靖史　霜尾　　靖　山崎与士夫　

◆昭和 59 年

　船越　秀明

◆昭和 60 年

　豊留　保弘

◆昭和 61 年

　志水　秀一　早崎　和広

◆昭和 63 年

　一柳　　勝

◆平成 2年

　田中　一郎

◆平成 3年

　山崎　　仁　松村　和義

◆平成 6年

　西原　学　

◆平成 8年

　安藤　丈晴

◆平成 9年

　磯村　和也　國和　延行

◆平成 13 年

　井上　順一郎

◆平成 14 年

　川越　禎仙

◆平成 15 年

　中川　雄詞

◆平成 16 年

　野神　敏志　岡崎　　彰　角野　義朗　　

  山崎　大輔　稲田　　剛

◆平成 17 年

　久保　直輝

◆平成 20 年

　石橋　良一

◆平成 24 年

　長江　子竜　稲葉　康太

◆平成 25 年

　宮竹　勇汰

◆平成 27 年

　福井　康太　浅田　成美
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平成 28 年度収支会計

決   算   報   告

    自 平成 28 年 4 月 1 日
平成 29 年度収支予算

（案）

     自 平成 29 年 4 月 1 日

    至 平成 29 年 3 月 31 日      至 平成 30 年 3 月 31 日

収　　入　　の　　部 支　　出　　の　　部

勘    定    科    目 28 年 度
予 算 額

28 年 度
決 算 額

29 年 度
予 算 額

勘    定    科    目 28 年 度

予 算 額

28 年 度

決 算 額

29 年 度

予 算 額

前年度繰越金 191,666 191,666 179,790 萠芽会会報発行費 30,000 28,400 30,000 

萠芽会総会収入 350,000 233,000 350,000 部会費振込用紙印刷費 5,000 0 5,000 

浪速工業会会費還元金 100,000 74,000 100,000 萠芽会総会会場費 300,000 156,800 300,000 

浪速工業会会報広告還元金 5,000 5,000 5,000 浪速工業会事業参加費 30,000 18,060 20,000

浪速工業会賛助会員還元金 0 20,000 10,000 他部会事業参加費 70,000 60,000 60,000

卒業生会員会費 42,000 43,400 60,000 卒業生記念品代 70,000 66,852 70,000

萠芽会部会費振込料差引 170,000 152,650 170,000 事務費 10,000 12,494 15,000

寄付利子その他 0 28 0 通信費 40,000 30,614 40,000

会議費 80,000 88,000 90,000

交通費 5,000 0 5,000 

慶弔費 10,000 3,153 10,000 

雑費 20,000 5,561 20,000

在校生支援費 20,000

若手の会活動費 40,000

予備費 80,000 70,020 30,000

次年度繰越金 108,666 179,790 119,790

合             計 858,666 719,744 874,790 合                計 858,666 719,744 874,790

【　総　務　】「平成 28 年」

■ 3月 29 日（金）　

「平成２８年３月卒業の新会員」データベース登録

■ 4月 8日（金）　

入学式　出席

■ 4月中旬　

名簿確認、会報用振込用紙印刷

■ 5月中旬　

「浪速工業会会報」・「萠芽会会報」31 号発行

■ 6 月中旬

「浪速工業会会報」返却会員について整理

■ 7月 3日（日）　

第 36 回萠芽会総会・懇親会開催　

■ 8月 6日（土）　

第１６回レスキューロボットコンテスト本戦応援

■ 10 月 15 日 ( 土 ) 

体育祭食券支援

■ 11 月 20 日 ( 日 ) 　

クラス幹事会開催

■ 12 月 05 日 ( 月 ) 

第 1 回萠芽会ゴルフコンペ開催

■ 12 月中旬　　

会費督促状発送手配

「平成 29 年」

■ 1月 13 日 ( 金 )　

会員・親和会新年会

■ 2月 4日 (土 )　

SSH 課題研究発表会

■ 3月 1日 (木 )　

卒業式 ･卒業生 62 名へ記念品贈呈

【 　会務報告　】「平成 28 年」

■ 6月 28 日（水）　

第 9回役員会、萠芽会第 36 回総会準備

①案内資料・領収書・名札・ゲーム賞品、

②当日の役割分担（受付・会場案内・司会など）

③旗、横断幕運搬、料理（バイキング）変更

④ビンゴゲーム借用確認

■ 8月 13 日（土）　第 1回役員会

反省点 ：①新卒参加者 4名と少なかった。

　　　　(昨年比大幅減 )　　

課　　題　

①担任から在校生への参加呼掛け 

②卒業式当日記念品贈呈時の卒業生への訴求

③若手 (H16 ～ 26 卒 ) への参加促進

④都工祭での萠芽会支援内容のアピール強化

⑤白羊会 (M) 総会との合同開催 (案 )　

会報差戻り (転居先不明 )_48 件対策、

新役員の役割分掌、役員会日曜午後開催（案）、

翠都会（すいとかい）の方向付け、

萠芽会役員会の案内状送付先確認、

萠芽会費納入実績の報告

■ 9月 24 日（土）　

第 2回役員会

会報会員戻り対策、クラス幹事会開催要領、 

新役員人事（案）、新役員人事・業務分掌（案）、

翠都会の方向性、110 周年記念事業概要、

萠芽会会報、次年度総会日程、

理事長就任記念品の件、第 1回萠芽会ゴルフ

コンペ開催（案）

「平成 29 年」

■ 1月 18 日（水）　

第 3回役員会

卒業記念品手配、総会日程 ･会場手配、

H29 年度年間スケジュール確認、

入会金千円に改定、会則変更、

萠芽会費納入状況報告

■ 2月 22 日（水）　

第 4回役員会

総会準備、会報記事、広告応募状況報告、

新卒業生 ･萠芽会入会金確定（案）、

来年度卒業記念品（案）

■ 3月 29 日（水）

第 5回役員会

会計監査報告（了承）、他部会総会祝い金対応、

スケジュールの再確認、総会への招待状発送確認、

会報記事の掲載記事内容と原稿締切日再確認、

表紙総会案内の訴求内容、広告応募状況報告、

総会返信ハガキの許可番号申請（都島郵便局）&

印刷、

本年度加入会員の登録完了確認

平成 28 年度収支会計決算報告・平成 29 年度収支予算（案）

総務・会務報告
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さ
よ
う
な
ら
大
久
保
和
行
さ
ん

　

私
の
昨
年
28
年
の
最
大
の
出
来

事
は
、
大
久
保
和
行
さ
ん
を
亡
く

し
た
事
に
尽
き
ま
す
。
彼
が
昨
年

9
月
4
日
に
旅
立
っ
て
か
ら
早

8
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
で
も

「
今
晩
ど
う
や
、
飲
み
に
行
け
へ

ん
か
」
と
電
話
が
掛
か
っ
て
き
そ

う
で
、
亡
く
な
っ
た
事
が
今
で
も

私
の
中
で
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
い
い
人
は
先
に
逝
く
」
っ
て
よ

く
世
間
で
は
言
い
ま
す
が
、
あ
ん

な
律
義
で
、
こ
れ
と
決
め
た
ら
と

こ
と
ん
深
く
掘
り
下
げ
博
識
な
彼

に
は
、
私
は
到
底
追
い
つ
き
ま
せ

ん
。
落
語
を
愛
し
、
元
近
鉄
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
キ
チ
ガ
イ
フ
ァ
ン

で
し
た
。

　

萠
芽
会
に
と
っ
て
も
役
員
と
し

て
多
方
面
の
支
援
を
長
期
に
渡
っ

て
活
動
し
て
頂
き
ま
し
た
。
私
よ

り
も
先
に
浪
速
工
業
会
の
理
事
も

務
め
ら
れ
、
最
後
は
代
議
員
を
長

期
に
渡
り
活
躍
し
て
頂
き
ま
し

た
。
萠
芽
会
の
役
員
と
し
て
も
、

私
が
萠
芽
会
会
長
を
務
め
て
い
た

時
も
い
つ
も
傍
で
支
え
て
頂
き

ま
し
た
。
自
分
が
納
得
し
な
い
と

必
ず
文
句
を
言
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
い
つ
も
筋
を
通
し
て
行
動
す

る
男
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

機
電
科
昭
和
41
年
卒
の
同
窓
会

「
我
楽
多
会
」
で
も
幹
事
と
し
て
、

裏
方
と
し
て
そ
の
場
面
に
応
じ
た

立
ち
回
り
を
常
に
し
て
く
れ
て
い

ま
し
た
し
、
同
窓
会
に
は
常
連
メ

ン
バ
ー
で
欠
か
せ
な
い
人
で
し

た
。

　

家
庭
で
は
101
歳
ま
で
生
き
て
お

ら
れ
た
母
親
を
昨
年
７
月
に
亡
く

す
ま
で
、
献
身
的
に
介
護
を
し
て

き
た
姿
に
は
、
心
や
さ
し
い
彼
に

敬
意
を
払
い
ま
す
。
あ
の
世
で
再

会
の
乾
杯
を
す
る
ま
で
待
っ
て
い

て
下
さ
い
。

（
昭
和
41
年
卒　

同
級
生　
　
　

　
　
　
　
　

岩
地　

馨　

記
）

あ
り
が
と
う
萠
芽
会
！

　

一
般
社
団
法
人
浪
速
工
業
会
第

40
代
理
事
長
と
し
て
28
年
6
月
に

2
年
間
の
任
期
を
無
事
終
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
2
年
間
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
私
個
人
の

力
量
だ
け
で
は
到
底
で
き
な
い

と
、
就
任
前
に
あ
る
程
度
経
験
値

と
し
て
覚
悟
は
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
想
像
以
上
に
困
難
な
状
況
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
の
2
年
間
の
中
で
総
務
部

長
、
会
計
部
長
の
辞
任
が
あ
り
、

萠
芽
会
部
会
長
兼
任
の
ま
ま
副
理

事
長
を
お
願
い
し
ま
し
た
髙
橋
数

隆
先
輩
に
は
、
多
大
な
ご
負
担
を

お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
理
事
長
と

し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。
ま

た
萠
芽
会
の
理
事
、
代
議
員
の
役

員
及
び
萠
芽
会
役
員
各
位
の
絶
大

な
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

浪
速
工
業
会
の
改
革
を
就
任
前

に
考
え
て
い
た
案
件
が
あ
り
ま
し

た
が
、
未
達
成
の
案
件
に
つ
い
て

は
次
期
執
行
部
に
委
ね
る
事
に
い

た
し
、
今
後
は
萠
芽
会
の
為
に
、

機
械
電
気
科
在
校
生
の
為
に
、
母

校
都
島
工
校
の
為
に
、
浪
速
工
業

会
の
為
に
、
一
会
員
と
し
て
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

（
昭
和
41
年
卒　

機
械
電
気
科　

　

岩
地　

馨　

記
）

＜訃　　報＞
大久保　和行　様（昭和 41 年卒）　平成 28 年 9 月 4 日ご逝去

謹んでご冥福をお祈りいたします。



　

　昨年度に引き続き、昭和 41 年卒業の我楽多同窓会

を開催しました。

　今年は平成 28 年 6 月 24 日に都島工業高等学校「卒

業 50 年記念の集い」の学校行事があり、より多くの

人数が集まるように行事の後に同窓会を設定した結

果、「卒業 50 年記念の集い」には同窓生が 5名、岩

地馨 山岡元修 遠藤功一 橋本実 松岡修次が集まり、

後の同窓会には林泰史、川村賢一郎が参加し総勢 7

名での開催になりました。

 　学校近くの「ごはんやＤ 51」にて開催。毎年では

ありますが、病気の話題でお互いの健康を保つように心がけないといけない話やら、

学校の見学もあったこともあり、学校時代の話等で盛り上がり、楽しいひとときで

あった。「卒業50年記念の集い」のマグカップを岩地幹事さんが準備してくれており、

記念になると皆喜んでいた。来年は古希になるので、もっと参加人数を増やし、懐

かしい顔が見たいと思っております。

　同窓会の写真を撮るのを忘れたので、「卒業 50 年記念の集い」集合写真とマグカッ

プの写真を掲載（昭和 41 年卒　松岡　修次記）

　平成 2年の萠芽会ゴルフコンペを最後に、行っていませんでしたが 26 年振りにコンペを開催しました。平成 28

年 12 月 5 日（月）奈良の杜ゴルフクラブで行いました。ゴルフ好きのメンバーでやろうと急な開催だったので、

正式な萠芽会のコンペとは言わず、萠芽会有志ゴルフコンペとしました。舎密会の関根部会長にも参加願い 6名の

参加で少し寂しいコンペでしたが、良い天気の中で楽しくプレーが出来ました。

ダブルペリアで昭和 41 年卒松岡（グロス　92　HDCP　20.4　NET71.6）が優勝しました。来年からは萠芽会ホーム

ページで案内をして、より多くの参加を得て、開催したいと思っております。多くの参加を期待しております。

　写真　向かって右より、松下、髙橋、関根、岩地、遠藤、松岡です。（敬称　略）（昭和 41 年卒　松岡　修次記）
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26 年振りに萠芽会ゴルフコンペ開催

都工「卒業 50 年記念の集い」後に我楽多同窓会開催
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萠芽会・編集部　編集発行人　石橋　良一　　　大阪市都島区善源寺町 1丁目 5の 64

都島工業高等学校 機械電気科研究室内

TEL . 06-6921-0291( 直通 )　　FAX . 06-6925-3970

HP アドレス　http://www.naniwa.or.jp/hougakai/

　平成 28年 7月 3日 ( 日 ) パノラマスカイレストランアサヒ京橋店にて開催されました。
　総会ははじめに、機械電気科科長の山口和宏先生より科の近況報告を賜りました。議事は会務、

会計、会計監査の報告の後、平成 28 年度の会計予算審議では、議案書どおり満場一致で承認さ

れました。また今回は役員改選の時期にあたり、新会長以下各新役員の就任が承認されました。

　引き続いて懇親会に御来賓をお迎えし、松下新会長の挨拶の後、都工の寛座純一校長、近江巳

記夫元科学技術庁長官の方々にご祝辞をいただきました。次に浪速工業会の嶋田理事長の挨拶を

いただいた後、川口寿通樣の乾杯の御発声で宴は盛り上がりました。また、浪速工業会前理事長

の岩地馨様からの挨拶をいただきました。

宴会中、恒例のビンゴゲーム抽選会で多数の方に豪華景品が当たりました。最後は元応援団の山

岡元修様並びに髙橋良司様の掛け声の下、円陣を組み全員にて校歌斉唱で終了しました。

　懇親会は、歴代・現役の先生方・浪速工業会の役員等、ご来賓十名、新入会員四名を含め計 31 名のご参加を頂きました。

今年度の総会は別途ご案内しております様に、7月 9日の日曜日のお昼十二時より開始致します。懇親会の開催時間を一昨年より昼に変更し、ご歓談の時

間を長くとらせていただきます。夏の午後、眺望の素晴らしい会場で美味しい料理とよく冷えた美味しいビールを酌み交わしながら、旧知の友との再会は

とても嬉しいものですし新たな出会いもあります。是非皆様方、同窓生をお誘いあっての多数のご参加をお願い申し上げます。特に新会員の皆さん、近況

報告に是非出席をお願い致します。萠芽会総会への出欠連絡用返信はがきにて出・欠をご記入頂き必ずご返事下さい。（殿川　藤雄　記）

第 36 回　萠芽会総会懇親会は御来賓の御出席も賜り盛大に開催


